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、
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（
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欠
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堀
内

修
、
鈴
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、

伊
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正
道
、
鈴
木
重
幸
、
内

山
一
彦

内
容

会
長
挨
拶

①
平
成
28
年
度
の
事
業
も
無

事
終
了
、
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

②
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル
も
困
難
も
多
い
が
協
力
し

て
継
続
を
願
う
。

③
今
日
は
総
会
（
平
成
29
年

度
）
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

④
岳
連
の
個
人
会
員
の
件
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(1)
報
告
事
項

①

指
導
委
員
会

・
指
導
員
研
修
会
、
１
月
29

日
に
、
34
名
参
加
で
実
施
し

た
。

・
第
56
回
冬
山
講
習
会
、
２

月
４
～
５
日
に
、
71
名
参
加

（
初
級
５
中
級
4
名
、
高
体

連
62
名
、
指
導
者
10
名
）

・
他
、
配
布
資
料
で
報
告
。

（
工
藤
）

②

国
体
委
員
会

・
県
高
校
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
大
会
２
月
11
日
に
実
施
、

小
６
生
が
高
校
生
を
抑
え
優

勝
。
（
諸
戸
）

・
小
・
中
校
生
の
参
加
が
多

く
な
っ
た
為
、
来
年
か
ら
は

名
称
変
更
を
考
え
て
い
る
。

・
高
校
生
以
外
の
募
集
も
あ

る
為
、
岳
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
利
用
な
ど
一
般
の
応
募
を

し
易
く
し
た
い
。

③

日
山
協
全
国
理
事
長
会

議・
昨
年
12
月
ま
で
の
事
業
報

告
及
び
来
年
度
の
方
針
説
明

が
あ
っ
た
。

・
山
の
日
が
国
民
祝
日
と
し

て
施
行
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
が
20
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
の
正
式
種
目
と

な
っ
た
。

・
協
会
の
名
称
変
更
を
機
に

山
岳
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
、
各
事
業
を
推
進
す
る

中
で
、
よ
り
登
山
部
門
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
木
ノ
内
）

④

海
外
委
員
会

・
海
外
登
山
研
究
の
隊
員
募

集
を
説
明
「
高
み
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
」
の
資
料
で
説
明
。

・
ロ
シ
ア
ア
ル
タ
イ
山
脈
ペ

ル
ー
ハ
峰
（
４
千
506
ｍ
）

・
中
国
新
疆
（
パ
ミ
ー
ル
高

原
）
コ
ン
グ
―
ル
Ⅳ
峰
の
紹

介
。

(2)

平
成
29
年
度
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
日
程

平
成
29
年
10
月
28

（
土
）
・
29
日
（
日
）

・
参
加
費
用

未
設
定

・
場
所

安
倍
奥
の
「
山
伏

～
牛
首
峠
」
を
中
心
に
➀
牛

首
峠
～
山
伏
コ
ー
ス
、
➁
牛

首
峠
～
笹
山
コ
ー
ス
の
２
コ
ー

ス
を
考
え
て
い
る
。
３
年
前

に
一
度
検
討
し
た
コ
ー
ス
。

・
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
西
日

影
沢
か
ら
牛
首
峠
に
上
る
新

し
い
ル
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

・
ル
ー
ト
は
一
部
整
備
が
必

要
で
す
が
、
今
回
の
大
会
を

契
機
に
一
般
に
利
用
さ
れ
る

様
期
待
す
る
。

・
当
地
域
を
管
理
し
て
い
る

「
森
林
管
理
局
」
と
の
関
連

も
調
整
を
要
す
る
が
、
当
案

で
推
進
す
る
。

・
安
全
性
の
確
保
等
の
為
、

事
前
に
コ
ー
ス
整
備
・
調
査

を
行
う
。
又
事
故
対
応
も
想

定
し
て
お
く
。

(3)

平
成
29
年
度

通
常
総

会
（
配
布
資
料
を
検
討
）

①

通
常
総
会

4
月
22

日

（
土
）
13
時
30
分
～
「
あ
ざ

れ
あ
」
で
実
施
、
今
回
は
役

員
改
選
無
し
。
（
木
ノ
内
）

・
Ｈ
28
年
度
事
業
報
告

指
導
・
国
体
・
遭
対
・
海
外

各
委
員
会
の
実
施
時
期
、
参

加
人
員
の
確
認
、
修
正
。

・
Ｈ
29
年
度
事
業
計
画

指

導
・
国
体
・
遭
対
・
海
外
各

委
員
会
の
計
画
内
容
の
確
認
、

修
正
。

②
Ｈ
29
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
（
滝
田
）

・

県
岳
連
の
創
立
70
周
年

の
行
事
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

事
業
と
し
た
い
。

・
60
周
年
以
降
の
10
年
の
歩

み
を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発

行
し
た
い
。

(4)

そ
の
他

（
滝
田
）

・
個
人
会
員
の
規
則
に
関
し
、

名
称
変
更
に
伴
う
変
更
。

・
静
岡
マ
ウ
ン
テ
ン

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
山
岳
写
真
展

・
山
の
日
の
記
念
行
事

講

演
会
な
ど
は
他
の
団
体
と
協

議
し
て
進
め
る
、
登
山
の
行

事
は
継
続
す
る
。

・
４
月
10
日
の
常
任
理
事
会

は
通
常
総
会
の
手
順
な
ど
決

め
た
い
。

（
坂
田
昇
）

４
月
10
日
（
月
）
18
時
30
分

か
ら
静
岡
労
政
会
館
５
階
会

議
室
で
常
任
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。
出
席
者
は
滝
田
、

木
ノ
内
、
前
川
、
出
利
葉
、

豊
田
、
堀
内
、
工
藤
、
松
永
、

増
田
、
小
田
、
市
川
、
鈴
木

修
、
内
海
、
田
中
、
諸
戸
、

大
石
、
清
水
（
文
責
）
計
17

人１
．
会
長
挨
拶

総
会
に
つ
い
て
、
準
備
も
含

め
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
各
委
員
会
か
ら
の
事
業

報
告
（
３
月
以
降
）

①
国
体
委
員
会
よ
り
（
諸
戸
）

・
4/1
に
競
技
委
員
会
総
会
が

東
京
の
岸
記
念
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。
議
題
の
中
心
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

で
あ
っ
た
が
、
国
体
の
競
技

名
を
今
後
「
山
岳
競
技
」
か

ら
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
」
へ
変
更
す
る
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
。

３
．
各
委
員
会
の
事
業
計
画

に
つ
い
て

①
指
導
委
員
会
（
小
田
）

・
夏
山
教
室
「
針
木
岳
に
登

ろ
う
」
正
式
な
パ
ン
フ
は
総

会
で
配
布
。

４
．
通
常
総
会
に
つ
い
て

①
当
日
の
役
割
分
担
、
当

日
の
集
合
時
間
の
確
認
。

②
会
議
参
加
者
全
員
で
会
議

資
料
に
目
を
通
し
細
部
の
訂

正
、
加
筆
を
行
っ
た
。

③
総
会
の
議
事
に
規
約
の
改

正
を
加
え
る
。

・
日
山
協
の
組
織
、
名
称
の

変
更
に
伴
い
、
規
約
と
整
合

性
を
持
た
せ
る
。

・
自
然
保
護
に
関
わ
る
部
分

に
変
更
を
加
え
る
。

・
個
人
会
員
に
つ
い
て
、
入

会
の
時
期
に
よ
り
年
会
費
に

差
を
つ
け
る
。

④
28
年
度
決
算
報
告
、
29

年
度
予
算
案
の
確
認
。
事
業

で
赤
字
が
生
じ
た
場
合
は
予

備
費
で
補
填
す
る
こ
と
を
確

認
。

５
．
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て
（
松
永
）

①
29
年
度
の
担
当
は
静
岡
、

山
の
日
の
記
念
山
行
を
兼
ね

る
。

②
30
年
度
の
担
当
は
西
部
で

あ
る
こ
と
を
確
認
。

６
．
栃
木
県
高
体
連
登
山
部

春
山
安
全
登
山
講
習
会
に
お

け
る
雪
崩
事
故
に
つ
い
て

（
清
水
）

①
静
岡
県
に
お
い
て
も
、
高

体
連
登
山
部
と
し
て
積
雪
期

登
山
の
あ
り
方
を
再
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県
山
岳
連
盟
に
も
協
力
願
い

た
い
。

（
清
水
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三
）
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テ
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連
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会
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も
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に
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連
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資
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県
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ボ
ル
ダ
リ
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グ
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技
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月
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が
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校
生
を
抑
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戸
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生
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参
加
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た
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連
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京
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大
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式
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目
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協
会
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更
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各
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た
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。
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を
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に
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。
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と
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は
、
西
日

影
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か
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首
峠
に
上
る
新

し
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ル
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を
考
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い
る
。

・
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ー
ト
は
一
部
整
備
が
必

要
で
す
が
、
今
回
の
大
会
を

契
機
に
一
般
に
利
用
さ
れ
る

様
期
待
す
る
。

・
当
地
域
を
管
理
し
て
い
る

「
森
林
管
理
局
」
と
の
関
連

も
調
整
を
要
す
る
が
、
当
案

で
推
進
す
る
。

・
安
全
性
の
確
保
等
の
為
、

事
前
に
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ー
ス
整
備
・
調
査

を
行
う
。
又
事
故
対
応
も
想

定
し
て
お
く
。

(3)

平
成
29
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度

通
常
総

会
（
配
布
資
料
を
検
討
）

①

通
常
総
会

4
月
22

日

（
土
）
13
時
30
分
～
「
あ
ざ

れ
あ
」
で
実
施
、
今
回
は
役

員
改
選
無
し
。
（
木
ノ
内
）

・
Ｈ
28
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度
事
業
報
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指
導
・
国
体
・
遭
対
・
海
外

各
委
員
会
の
実
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時
期
、
参

加
人
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の
確
認
、
修
正
。
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Ｈ
29
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度
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業
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・
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体
・
遭
対
・
海
外
各

委
員
会
の
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画
内
容
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確
認
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正
。

②
Ｈ
29
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度
事
業
計
画
に
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て
（
滝
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）

・

県
岳
連
の
創
立
70
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年

の
行
事
は
、
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ン
パ
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ト
な

事
業
と
し
た
い
。

・
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年
以
降
の
10
年
の
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み
を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発

行
し
た
い
。

(4)

そ
の
他

（
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）
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個
人
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の
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則
に
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し
、

名
称
変
更
に
伴
う
変
更
。

・
静
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マ
ウ
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テ
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ェ
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ル
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写
真
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・
山
の
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の
記
念
行
事

講

演
会
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ど
は
他
の
団
体
と
協

議
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て
進
め
る
、
登
山
の
行

事
は
継
続
す
る
。

・
４
月
10
日
の
常
任
理
事
会

は
通
常
総
会
の
手
順
な
ど
決

め
た
い
。

（
坂
田
昇
）

４
月
10
日
（
月
）
18
時
30
分

か
ら
静
岡
労
政
会
館
５
階
会

議
室
で
常
任
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。
出
席
者
は
滝
田
、

木
ノ
内
、
前
川
、
出
利
葉
、

豊
田
、
堀
内
、
工
藤
、
松
永
、

増
田
、
小
田
、
市
川
、
鈴
木

修
、
内
海
、
田
中
、
諸
戸
、

大
石
、
清
水
（
文
責
）
計
17

人１
．
会
長
挨
拶

総
会
に
つ
い
て
、
準
備
も
含

め
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
各
委
員
会
か
ら
の
事
業

報
告
（
３
月
以
降
）

①
国
体
委
員
会
よ
り
（
諸
戸
）

・
4/1
に
競
技
委
員
会
総
会
が

東
京
の
岸
記
念
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。
議
題
の
中
心
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

で
あ
っ
た
が
、
国
体
の
競
技

名
を
今
後
「
山
岳
競
技
」
か

ら
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
」
へ
変
更
す
る
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
。

３
．
各
委
員
会
の
事
業
計
画

に
つ
い
て

①
指
導
委
員
会
（
小
田
）

・
夏
山
教
室
「
針
木
岳
に
登

ろ
う
」
正
式
な
パ
ン
フ
は
総

会
で
配
布
。

４
．
通
常
総
会
に
つ
い
て

①
当
日
の
役
割
分
担
、
当

日
の
集
合
時
間
の
確
認
。

②
会
議
参
加
者
全
員
で
会
議

資
料
に
目
を
通
し
細
部
の
訂

正
、
加
筆
を
行
っ
た
。

③
総
会
の
議
事
に
規
約
の
改

正
を
加
え
る
。

・
日
山
協
の
組
織
、
名
称
の

変
更
に
伴
い
、
規
約
と
整
合

性
を
持
た
せ
る
。

・
自
然
保
護
に
関
わ
る
部
分

に
変
更
を
加
え
る
。

・
個
人
会
員
に
つ
い
て
、
入

会
の
時
期
に
よ
り
年
会
費
に

差
を
つ
け
る
。

④
28
年
度
決
算
報
告
、
29

年
度
予
算
案
の
確
認
。
事
業

で
赤
字
が
生
じ
た
場
合
は
予

備
費
で
補
填
す
る
こ
と
を
確

認
。

５
．
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て
（
松
永
）

①
29
年
度
の
担
当
は
静
岡
、

山
の
日
の
記
念
山
行
を
兼
ね

る
。

②
30
年
度
の
担
当
は
西
部
で

あ
る
こ
と
を
確
認
。

６
．
栃
木
県
高
体
連
登
山
部

春
山
安
全
登
山
講
習
会
に
お

け
る
雪
崩
事
故
に
つ
い
て

（
清
水
）

①
静
岡
県
に
お
い
て
も
、
高

体
連
登
山
部
と
し
て
積
雪
期

登
山
の
あ
り
方
を
再
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県
山
岳
連
盟
に
も
協
力
願
い

た
い
。

（
清
水
雄
三
）

平
成
29
年
度
の
通
常
総
会

を
4
月
22

日
、
静
岡
市
の

「
あ
ざ
れ
あ
」
で
開
催
し
た
。

滝
田
会
長
か
ら
、
今
年
度

は
岳
連
創
立
70
周
年
に
あ
た

り
記
念
事
業
等
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。
ス
ポ
フ
ェ
ス
を

記
念
事
業
に
位
置
付
け
て
実

施
し
、
祝
賀
会
・
講
演
会
を

年
明
け
に
予
定
し
、
記
念
誌

を
60
周
年
以
降
を
ま
と
め
た

形
で
発
行
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
る
。
安
全
登
山
講
習
会

を
公
益
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
が
、
会
員
の
皆
様
か

ら
も
一
般
の
方
に
声
掛
け
を

し
て
ほ
し
い
。
秋
に
中
高
年

安
全
登
山
指
導
者
講
習
会
が

静
岡
岳
連
の
担
当
で
実
施
す

る
の
で
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
と
主
要
事
業
を
紹
介

し
、
総
会
で
は
皆
様
の
忌
憚

の
な
い
意
見
を
出
し
て
い
た

だ
き
充
実
し
た
総
会
に
し
た

い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
議
長
に
前
川
副

会
長
を
選
出
し
、
議
事
に
入
っ

た
。

◆
平
成
28
年
度
事
業
報
告

28
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、

全
体
の
報
告
と
各
委
員
会
の

の
報
告
が
あ
り
、
予
定
し
た

事
業
は
ほ
ぼ
順
調
に
消
化
で

き
た
が
少
年
少
女
登
山
教
室

は
、
参
加
者
が
少
数
の
た
め

中
止
に
至
っ
た
。
遭
対
事
業

の
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
研
修

会
は
今
年
初
め
て
、
西
湖
付

近
の
岩
場
で
実
施
し
、
実
践

的
充
実
し
た
内
容
で
好
評
を

得
た
。
又
、
山
の
日
制
定
を

記
念
し
て
、
県
内
山
岳
4
団

体
で
記
念
講
演
会
・
写
真
展

を
実
施
し
、
大
勢
の
参
加
者

と
素
晴
ら
し
い
山
の
写
真
が

展
示
さ
れ
た
。
秋
に
は
県
内

３
地
区
（
東
中
西
）
で
記
念

ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
、
紅

葉
の
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
併
せ
て
、
山
の
日
の
意

義
と
周
知
の
一
翼
を
担
う
こ

と
が
で
き
た
。

◆
平
成
28
年
度
決
算
報
告

次
年
度
の
繰
越
し
が
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
、
実

収
入
で
総
支
出
を
賄
う
こ
と

が
で
き
た
。
収
入
は
未
収
分

担
金
も
あ
る
が
4
月
に
は
入

金
さ
れ
、
11
名
の
個
人
会
員

会
費
が
入
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー

売
り
上
げ
や
登
山
講
習
会
収

入
が
事
業
収
入
金
に
計
上
で

き
た
。
支
出
は
合
い
変
わ
ら

ず
所
属
山
岳
会
の
会
費
で
あ

る
分
担
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
上

部
団
体
に
納
金
す
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。
今
後
団
体
数

の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
中
、

分
担
金
収
入
が
課
題
と
な
る
。

◆
平
成
29
年
度
事
業
計
画

今
年
、
70
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
、
記
念
講
演
会
、

祝
賀
会
、
記
念
誌
の
発
行
な

ど
が
検
討
さ
れ
、
事
業
計
画

の
主
要
部
と
な
っ
て
い
る
。

又
、
全
国
規
模
の
事
業
と
し

て
、
９
月
に
中
高
年
安
全
登

山
指
導
者
講
習
会
を
静
岡
が

主
管
で
開
催
し
、
7
月
の
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
当
番
県

と
し
て
大
会
を
実
施
し
、
６

月
に
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
正
副

会
長
理
事
長
会
議
が
予
定
さ

れ
る
な
ど
、
今
年
は
ビ
ッ
グ

な
行
事
が
目
白
押
し
で
岳
連

に
と
っ
て
多
忙
な
年
と
な
る

と
と
も
に
加
盟
団
体
に
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
る
。

従
来
事
業
で
は
、
公
益
事

業
の
安
全
登
山
教
室
を
夏
山
、

秋
山
、
冬
山
の
3
シ
ー
ズ
ン

に
つ
い
て
実
施
し
、
第
5
回

と
な
る
夏
山
登
山
教
室
は
、

「
針
の
木
岳
」
を
計
画
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
恒
例
の
冬

山
講
習
会
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
、
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー

の
制
作
販
売
、
岳
連
ニ
ュ
ー

ス
の
年
4
回
の
発
行
な
ど
を

決
め
た
。
競
技
関
係
で
は
高

校
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
会
が

小
中
学
生
の
出
場
が
増
加
す

る
な
ど
名
称
が
実
情
に
合
わ

な
い
こ
と
と
、
こ
の
世
代
の

選
手
育
成
の
重
要
性
に
鑑
み
、

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
会
と
改
称
し
、
競
技
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

◆
平
成
29
年
度
予
算

収
入
、
支
出
と
も
に
前
年

度
決
算
に
準
じ
た
予
算
と
し

財
政
の
堅
実
性
を
求
め
た
形

と
な
っ
て
い
る
。
収
入
に
は

個
人
会
員
を
10
名
に
試
算
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
、
講
習
会
の
収

入
を
計
上
し
た
。
支
出
で
は

事
業
執
行
の
過
程
で
悪
天
候

の
た
め
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
場
合
の
赤
字
補
て
ん
に

予
備
費
を
当
て
る
な
ど
の
対

応
を
図
っ
た
。

◆
規
約
改
正

趣
旨
、
事
業
に
「
山
岳
の

自
然
保
護
」
を
追
加
し
、
日

山
協
の
名
称
変
更
に
伴
う
変

更
を
し
た
。
個
人
会
員
規
則

で
は
、
日
山
協
の
名
称
と
中

途
入
会
者
の
年
会
費
の
減
額

を
決
め
た
。

◆
29
ス
ポ
フ
ェ
ス

29
年
ス
ポ
―
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
10
月
28
～
29
日
に
安

倍
奥
山
域
で
実
施
し
、
コ
ー

ス
別
の
対
象
者
や
人
員
、
登

山
ル
ー
ト
な
ど
を
担
当
の
静

岡
市
岳
連
か
ら
説
明
が
あ
り

大
勢
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

（
木
ノ
内
髙
嘉
）

平
成
29
年
度
の
通
常
総
会

を
4
月
22

日
、
静
岡
市
の

「
あ
ざ
れ
あ
」
で
開
催
し
た
。

滝
田
会
長
か
ら
、
今
年
度

は
岳
連
創
立
70
周
年
に
あ
た

り
記
念
事
業
等
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。
ス
ポ
フ
ェ
ス
を

記
念
事
業
に
位
置
付
け
て
実

施
し
、
祝
賀
会
・
講
演
会
を

年
明
け
に
予
定
し
、
記
念
誌

を
60
周
年
以
降
を
ま
と
め
た

形
で
発
行
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
る
。
安
全
登
山
講
習
会

を
公
益
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
が
、
会
員
の
皆
様
か

ら
も
一
般
の
方
に
声
掛
け
を

し
て
ほ
し
い
。
秋
に
中
高
年

安
全
登
山
指
導
者
講
習
会
が

静
岡
岳
連
の
担
当
で
実
施
す

る
の
で
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
と
主
要
事
業
を
紹
介

し
、
総
会
で
は
皆
様
の
忌
憚

の
な
い
意
見
を
出
し
て
い
た

だ
き
充
実
し
た
総
会
に
し
た

い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
議
長
に
前
川
副

会
長
を
選
出
し
、
議
事
に
入
っ

た
。

◆
平
成
28
年
度
事
業
報
告

28
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、

全
体
の
報
告
と
各
委
員
会
の

の
報
告
が
あ
り
、
予
定
し
た

事
業
は
ほ
ぼ
順
調
に
消
化
で

き
た
が
少
年
少
女
登
山
教
室

は
、
参
加
者
が
少
数
の
た
め

中
止
に
至
っ
た
。
遭
対
事
業

の
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
研
修

会
は
今
年
初
め
て
、
西
湖
付

近
の
岩
場
で
実
施
し
、
実
践

的
充
実
し
た
内
容
で
好
評
を

得
た
。
又
、
山
の
日
制
定
を

記
念
し
て
、
県
内
山
岳
4
団

体
で
記
念
講
演
会
・
写
真
展

を
実
施
し
、
大
勢
の
参
加
者

と
素
晴
ら
し
い
山
の
写
真
が

展
示
さ
れ
た
。
秋
に
は
県
内

３
地
区
（
東
中
西
）
で
記
念

ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
、
紅

葉
の
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
併
せ
て
、
山
の
日
の
意

義
と
周
知
の
一
翼
を
担
う
こ

と
が
で
き
た
。

◆
平
成
28
年
度
決
算
報
告

次
年
度
の
繰
越
し
が
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
、
実

収
入
で
総
支
出
を
賄
う
こ
と

が
で
き
た
。
収
入
は
未
収
分

担
金
も
あ
る
が
4
月
に
は
入

金
さ
れ
、
11
名
の
個
人
会
員

会
費
が
入
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー

売
り
上
げ
や
登
山
講
習
会
収

入
が
事
業
収
入
金
に
計
上
で

き
た
。
支
出
は
合
い
変
わ
ら

ず
所
属
山
岳
会
の
会
費
で
あ

る
分
担
金
の
ほ
ぼ
全
額
を
上

部
団
体
に
納
金
す
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。
今
後
団
体
数

の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
中
、

分
担
金
収
入
が
課
題
と
な
る
。

◆
平
成
29
年
度
事
業
計
画

今
年
、
70
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
、
記
念
講
演
会
、

祝
賀
会
、
記
念
誌
の
発
行
な

ど
が
検
討
さ
れ
、
事
業
計
画

の
主
要
部
と
な
っ
て
い
る
。

又
、
全
国
規
模
の
事
業
と
し

て
、
９
月
に
中
高
年
安
全
登

山
指
導
者
講
習
会
を
静
岡
が

主
管
で
開
催
し
、
7
月
の
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
当
番
県

と
し
て
大
会
を
実
施
し
、
６

月
に
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
正
副

会
長
理
事
長
会
議
が
予
定
さ

れ
る
な
ど
、
今
年
は
ビ
ッ
グ

な
行
事
が
目
白
押
し
で
岳
連

に
と
っ
て
多
忙
な
年
と
な
る

と
と
も
に
加
盟
団
体
に
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
る
。

従
来
事
業
で
は
、
公
益
事

業
の
安
全
登
山
教
室
を
夏
山
、

秋
山
、
冬
山
の
3
シ
ー
ズ
ン

に
つ
い
て
実
施
し
、
第
5
回

と
な
る
夏
山
登
山
教
室
は
、

「
針
の
木
岳
」
を
計
画
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
恒
例
の
冬

山
講
習
会
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
、
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー

の
制
作
販
売
、
岳
連
ニ
ュ
ー

ス
の
年
4
回
の
発
行
な
ど
を

決
め
た
。
競
技
関
係
で
は
高

校
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
会
が

小
中
学
生
の
出
場
が
増
加
す

る
な
ど
名
称
が
実
情
に
合
わ

な
い
こ
と
と
、
こ
の
世
代
の

選
手
育
成
の
重
要
性
に
鑑
み
、

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
会
と
改
称
し
、
競
技
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

◆
平
成
29
年
度
予
算

収
入
、
支
出
と
も
に
前
年

度
決
算
に
準
じ
た
予
算
と
し

財
政
の
堅
実
性
を
求
め
た
形

と
な
っ
て
い
る
。
収
入
に
は

個
人
会
員
を
10
名
に
試
算
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
、
講
習
会
の
収

入
を
計
上
し
た
。
支
出
で
は

事
業
執
行
の
過
程
で
悪
天
候

の
た
め
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
場
合
の
赤
字
補
て
ん
に

予
備
費
を
当
て
る
な
ど
の
対

応
を
図
っ
た
。

◆
規
約
改
正

趣
旨
、
事
業
に
「
山
岳
の

自
然
保
護
」
を
追
加
し
、
日

山
協
の
名
称
変
更
に
伴
う
変

更
を
し
た
。
個
人
会
員
規
則

で
は
、
日
山
協
の
名
称
と
中

途
入
会
者
の
年
会
費
の
減
額

を
決
め
た
。

◆
29
ス
ポ
フ
ェ
ス

29
年
ス
ポ
―
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
10
月
28
～
29
日
に
安

倍
奥
山
域
で
実
施
し
、
コ
ー

ス
別
の
対
象
者
や
人
員
、
登

山
ル
ー
ト
な
ど
を
担
当
の
静

岡
市
岳
連
か
ら
説
明
が
あ
り

大
勢
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

（
木
ノ
内
髙
嘉
）
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業
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通
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総
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を
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催

ビ
ッ
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行
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し

通
常
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を
開
催

ビ
ッ
グ
行
事
が
目
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押
し
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３
月
常
任
理
事
会

３
月
常
任
理
事
会

４
月
常
任
理
事
会

４
月
常
任
理
事
会



（２）第２０号 宝 永 平成２９年６月１２日（月）（２）第２０号 宝 永 平成２９年６月１２日（月）

今
年
度
の
高
校
総
体
登
山

競
技
は
県
東
部
の
愛
鷹
山
系

を
会
場
と
し
て
５
月
27
日
、

28
日
に
実
施
さ
れ
た
。

男
子
18
校
、
女
子
８
校
が
、

全
国
大
会
、
東
海
大
会
へ
の

出
場
権
を
目
指
し
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
た
。

27
日
は
桃
沢
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
に
て
開
会
式
、
筆
記

試
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

１
日
目
の
登
山
行
動
と
し
て

水
神
社
を
経
由
し
森
林
公
園

駐
車
場
ま
で
を
競
っ
た
。
幕

営
地
の
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
た
後
、
装
備
、

設
営
、
炊
事
、
天
気
図
の
審

査
が
行
わ
れ
た
。

翌
28
日
の
登
山
行
動
は
本

年
度
か
ら
の
新
し
い
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
た
。
愛
鷹
山
と
馬

場
平
の
コ
ル
か
ら
稜
線
に
上

が
り
、
馬
場
平
、
袴
腰
岳
、

一
服
峠
を
経
由
し
、
位
牌
岳

手
前
か
ら
ブ
ナ
平
へ
下
る
コ
ー

ス
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
比

べ
る
と
、
か
な
り
長
く
ハ
ー

ド
な
設
定
で
あ
る
が
、
２
日

間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
適

度
に
風
も
あ
り
、
歩
き
や
す

い
気
象
条
件
で
あ
っ
た
た
め
、

１
つ
の
リ
タ
イ
ア
チ
ー
ム
も

な
く
無
事
競
技
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

男
子
は
藤
枝
東
が
富
士
宮

西
を
総
合
得
点
で
僅
か
に
か

わ
し
３
年
ぶ
り
７
回
目
の
優

勝
。
女
子
は
富
士
が
昨
年
の

初
優
勝
に
続
き
連
覇
を
果
た

し
た
。
両
校
は
夏
に
山
形
県

の
蔵
王
、
月
山
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。
男

子
２
位
の
富
士
宮
西
、
３
位

の
富
士
、
女
子
２
位
の
藤
枝

東
、
３
位
の
富
士
宮
西
が
６

月
に
三
重
県
で
行
わ
れ
る
東

海
大
会
へ
出
場
す
る
。

富
士
、
富
士
宮
西
、
藤
枝

東
の
３
校
が
男
女
と
も
に
全

国
あ
る
い
は
東
海
の
出
場
権

獲
得
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

今
年
度
も
、
非
常
に
レ
ベ
ル

の
高
い
戦
い
と
な
っ
た
。

上
位
大
会
へ
の
出
場
権
を

得
た
学
校
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

入
賞
し
た
学
校
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
（
男
子
は
６

位
ま
で
、
女
子
は
４
位
ま
で

が
入
賞
）

【
男
子
団
体
】

１
位

藤
枝
東

２
位

富

士
宮
西

３
位

富
士

４
位

浜
松
日
体

５
位

富
士
東

６
位

韮
山

【
女
子
団
体
】

１
位

富
士

２
位

藤

枝
東

３
位

富
士
宮

西

４
位

韮
山

（
清
水
雄
三
）

今
年
度
の
高
校
総
体
登
山

競
技
は
県
東
部
の
愛
鷹
山
系

を
会
場
と
し
て
５
月
27
日
、

28
日
に
実
施
さ
れ
た
。

男
子
18
校
、
女
子
８
校
が
、

全
国
大
会
、
東
海
大
会
へ
の

出
場
権
を
目
指
し
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
た
。

27
日
は
桃
沢
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
に
て
開
会
式
、
筆
記

試
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

１
日
目
の
登
山
行
動
と
し
て

水
神
社
を
経
由
し
森
林
公
園

駐
車
場
ま
で
を
競
っ
た
。
幕

営
地
の
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
た
後
、
装
備
、

設
営
、
炊
事
、
天
気
図
の
審

査
が
行
わ
れ
た
。

翌
28
日
の
登
山
行
動
は
本

年
度
か
ら
の
新
し
い
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
た
。
愛
鷹
山
と
馬

場
平
の
コ
ル
か
ら
稜
線
に
上

が
り
、
馬
場
平
、
袴
腰
岳
、

一
服
峠
を
経
由
し
、
位
牌
岳

手
前
か
ら
ブ
ナ
平
へ
下
る
コ
ー

ス
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
比

べ
る
と
、
か
な
り
長
く
ハ
ー

ド
な
設
定
で
あ
る
が
、
２
日

間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
適

度
に
風
も
あ
り
、
歩
き
や
す

い
気
象
条
件
で
あ
っ
た
た
め
、

１
つ
の
リ
タ
イ
ア
チ
ー
ム
も

な
く
無
事
競
技
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

男
子
は
藤
枝
東
が
富
士
宮

西
を
総
合
得
点
で
僅
か
に
か

わ
し
３
年
ぶ
り
７
回
目
の
優

勝
。
女
子
は
富
士
が
昨
年
の

初
優
勝
に
続
き
連
覇
を
果
た

し
た
。
両
校
は
夏
に
山
形
県

の
蔵
王
、
月
山
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。
男

子
２
位
の
富
士
宮
西
、
３
位

の
富
士
、
女
子
２
位
の
藤
枝

東
、
３
位
の
富
士
宮
西
が
６

月
に
三
重
県
で
行
わ
れ
る
東

海
大
会
へ
出
場
す
る
。

富
士
、
富
士
宮
西
、
藤
枝

東
の
３
校
が
男
女
と
も
に
全

国
あ
る
い
は
東
海
の
出
場
権

獲
得
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

今
年
度
も
、
非
常
に
レ
ベ
ル

の
高
い
戦
い
と
な
っ
た
。

上
位
大
会
へ
の
出
場
権
を

得
た
学
校
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

入
賞
し
た
学
校
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
（
男
子
は
６

位
ま
で
、
女
子
は
４
位
ま
で

が
入
賞
）

【
男
子
団
体
】

１
位

藤
枝
東

２
位

富

士
宮
西

３
位

富
士

４
位

浜
松
日
体

５
位

富
士
東

６
位

韮
山

【
女
子
団
体
】

１
位

富
士

２
位

藤

枝
東

３
位

富
士
宮

西

４
位

韮
山

（
清
水
雄
三
）

本
年
度
の
愛
媛
国
体
の
予

選
会
が
39
名
の
参
加
を
得
て
、

５
月
３
日
に
リ
ー
ド
を
浜
松

ス
ク
エ
ア
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

を
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
本
大
会
が
８

月
に
行
わ
れ
るJ

O
C

ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
の

選
考
会
に
も
な
っ
て
い
る
た

め
、
国
体
年
齢
に
達
し
て
い

な
い
５
名
の
ユ
ー
ス
選
手
も

参
加
し
た
。

リ
ー
ド
の
少
年
男
子
で
は
、

メ
イ
ン
壁
の
傾
斜
の
強
い
部

分
を
超
え
、
終
了
点
に
迫
っ

た
の
が
、
４
名
で
最
上
部
の

遠
い
ホ
ー
ル
ド
は
取
れ
ず
に

フ
ォ
ー
ル
。
時
間
計
測
で
順

位
が
決
定
し
た
（
12
ｂ
）
。

少
年
女
子
に
は
、
傾
斜
の
強

い
部
分
を
超
え
、
上
部
壁
に

到
達
し
た
選
手
が
３
名
で
、

そ
の
中
で
オ
ー
プ
ン
参
加
の

片
木
さ
ん
が
最
高
点
を
マ
ー

ク
し
た
（
12
ａ
）
。
成
年
男

子
は
、
最
も
傾
斜
の
強
い
部

分
を
超
え
、
無
駄
の
な
い
登

り
で
上
部
壁
に
入
り
、
終
了

点
に
迫
っ
た
の
が
田
邊
さ
ん

１
名
で
力
の
差
を
見
せ
た

（
13
ａ
）
。

そ
の
後
、
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ

に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
競
技
は
４
分
間
オ

ン
サ
イ
ト
、
４
課
題
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
方
式
で
行
わ

れ
た
。
少
年
男
子
は
中
学
３

年
の
片
桐
君
が
、
全
４
課
題

４
撃
で
１
位
、
原
君
が
４
課

題
５
撃
で
続
い
た
。
少
年
女

子
で
は
片
木
さ
ん
が
４
完
登

で
完
全
優
勝
、
続
い
て
３
完

登
の
中
里
さ
ん
、
横
田
さ
ん

が
続
い
た
。
最
後
の
成
年
男

子
の
課
題
は
３
完
登
３
撃
の

鈴
木
さ
ん
が
高
い
保
持
力
で

１
位
、
続
い
て
３
完
登
８
撃

で
田
邊
さ
ん
が
続
い
て
、
最

後
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

セ
ッ
タ
ー
を
お
願
い
し
当

日
も
競
技
が
終
わ
る
ま
で
見

届
け
て
い
た
だ
い
た
、
愛
知

県
の
大
山
さ
ん
お
よ
び
滝
浪

さ
ん
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
い
て
閉
会
し
た
。
毎
年

会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
ス
ク
エ
ア
さ
ん
Ｂ
・

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
さ
ん
に
は
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
上
位
２
名
の
方
が
、

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
成
年

男
子
は
本
国
体
）
に
駒
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
突
破

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１
つ
で
も
多
く
の
種
別
で
国

体
本
大
会
に
進
め
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

【
成
年
男
子
】

１
位

田
邊
匡
律

２
位

鈴
木
正
信

【
少
年
男
子
】

１
位

原

賢
伸

２
位

片
桐
綾
真

【
少
年
女
子
】

１
位

横
田
は
る
な

２
位

佐
伯
周
音

（
諸
戸
明
）

29
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
部
委
員
総
会
兼
研
修

会
が
4
月
2
日
、
岸
記
念
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

20
東
京
五
輪
の
正
式
種
目

決
定
や
協
会
名
の
変
更
、
定

款
改
訂
な
ど
に
伴
い
組
織
の

改
編
を
行
っ
た
と
副
会
長
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

報
告27

年
度
よ
り
、
3
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
「
ア
ン
チ
ド
ー
ピ

ン
グ
研
修
会
」
を
参
加
者
全

員
に
実
施
し
た
。

・
31

年
度
茨
城
国
体
よ
り

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
」
に
改
称
す
る
。

・
Ｃ
級
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
合

格
者
（
静
岡
・
杉
原
1
名
）

Ｃ
級
審
判
合
格
者
（
静
岡
・

馬
淵
、
伊
藤
、
岩
田
、
内
山
、

鈴
木

5
名
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
動
向

7
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

会
に
て
ユ
ー
ス
Ａ
の
み
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

行
う
。
ス
ピ
ー
ド
・
ボ
ル
ダ
ー
・

リ
ー
ド
の
順
位
を
掛
け
合
わ

せ
た
値
の
小
さ
い
も
の
が
決

勝
進
出
。
強
化
の
遅
れ
て
い

る
ス
ピ
ー
ド
へ
の
対
応
が
必

須
で
あ
る
。

計
画

・
リ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
6
月
10
～
11
日

・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ

8
月
12
～
14
日

・
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

岐
阜

県
担
当

1
月
13
～
14
日

・
国
体
種
別
出
場
数

東
海
地
区

30
年
（
福
井
）

成
女
１
、
少
男
２
、
少
女
１
、

31
年
（
茨
城
）
成
女
１
、
少

男
２
、
少
女
１

（
諸
戸
明
）

本
年
度
の
愛
媛
国
体
の
予

選
会
が
39
名
の
参
加
を
得
て
、

５
月
３
日
に
リ
ー
ド
を
浜
松

ス
ク
エ
ア
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

を
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
本
大
会
が
８

月
に
行
わ
れ
るJ

O
C

ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
の

選
考
会
に
も
な
っ
て
い
る
た

め
、
国
体
年
齢
に
達
し
て
い

な
い
５
名
の
ユ
ー
ス
選
手
も

参
加
し
た
。

リ
ー
ド
の
少
年
男
子
で
は
、

メ
イ
ン
壁
の
傾
斜
の
強
い
部

分
を
超
え
、
終
了
点
に
迫
っ

た
の
が
、
４
名
で
最
上
部
の

遠
い
ホ
ー
ル
ド
は
取
れ
ず
に

フ
ォ
ー
ル
。
時
間
計
測
で
順

位
が
決
定
し
た
（
12
ｂ
）
。

少
年
女
子
に
は
、
傾
斜
の
強

い
部
分
を
超
え
、
上
部
壁
に

到
達
し
た
選
手
が
３
名
で
、

そ
の
中
で
オ
ー
プ
ン
参
加
の

片
木
さ
ん
が
最
高
点
を
マ
ー

ク
し
た
（
12
ａ
）
。
成
年
男

子
は
、
最
も
傾
斜
の
強
い
部

分
を
超
え
、
無
駄
の
な
い
登

り
で
上
部
壁
に
入
り
、
終
了

点
に
迫
っ
た
の
が
田
邊
さ
ん

１
名
で
力
の
差
を
見
せ
た

（
13
ａ
）
。

そ
の
後
、
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ

に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
競
技
は
４
分
間
オ

ン
サ
イ
ト
、
４
課
題
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
方
式
で
行
わ

れ
た
。
少
年
男
子
は
中
学
３

年
の
片
桐
君
が
、
全
４
課
題

４
撃
で
１
位
、
原
君
が
４
課

題
５
撃
で
続
い
た
。
少
年
女

子
で
は
片
木
さ
ん
が
４
完
登

で
完
全
優
勝
、
続
い
て
３
完

登
の
中
里
さ
ん
、
横
田
さ
ん

が
続
い
た
。
最
後
の
成
年
男

子
の
課
題
は
３
完
登
３
撃
の

鈴
木
さ
ん
が
高
い
保
持
力
で

１
位
、
続
い
て
３
完
登
８
撃

で
田
邊
さ
ん
が
続
い
て
、
最

後
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

セ
ッ
タ
ー
を
お
願
い
し
当

日
も
競
技
が
終
わ
る
ま
で
見

届
け
て
い
た
だ
い
た
、
愛
知

県
の
大
山
さ
ん
お
よ
び
滝
浪

さ
ん
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
い
て
閉
会
し
た
。
毎
年

会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
ス
ク
エ
ア
さ
ん
Ｂ
・

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
さ
ん
に
は
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
上
位
２
名
の
方
が
、

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
成
年

男
子
は
本
国
体
）
に
駒
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
突
破

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１
つ
で
も
多
く
の
種
別
で
国

体
本
大
会
に
進
め
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

【
成
年
男
子
】

１
位

田
邊
匡
律

２
位

鈴
木
正
信

【
少
年
男
子
】

１
位

原

賢
伸

２
位

片
桐
綾
真

【
少
年
女
子
】

１
位

横
田
は
る
な

２
位

佐
伯
周
音

（
諸
戸
明
）

29
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
部
委
員
総
会
兼
研
修

会
が
4
月
2
日
、
岸
記
念
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

20
東
京
五
輪
の
正
式
種
目

決
定
や
協
会
名
の
変
更
、
定

款
改
訂
な
ど
に
伴
い
組
織
の

改
編
を
行
っ
た
と
副
会
長
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

報
告27

年
度
よ
り
、
3
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
「
ア
ン
チ
ド
ー
ピ

ン
グ
研
修
会
」
を
参
加
者
全

員
に
実
施
し
た
。

・
31

年
度
茨
城
国
体
よ
り

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
」
に
改
称
す
る
。

・
Ｃ
級
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
合

格
者
（
静
岡
・
杉
原
1
名
）

Ｃ
級
審
判
合
格
者
（
静
岡
・

馬
淵
、
伊
藤
、
岩
田
、
内
山
、

鈴
木

5
名
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
動
向

7
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

会
に
て
ユ
ー
ス
Ａ
の
み
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

行
う
。
ス
ピ
ー
ド
・
ボ
ル
ダ
ー
・

リ
ー
ド
の
順
位
を
掛
け
合
わ

せ
た
値
の
小
さ
い
も
の
が
決

勝
進
出
。
強
化
の
遅
れ
て
い

る
ス
ピ
ー
ド
へ
の
対
応
が
必

須
で
あ
る
。

計
画

・
リ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
6
月
10
～
11
日

・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ

8
月
12
～
14
日

・
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

岐
阜

県
担
当

1
月
13
～
14
日

・
国
体
種
別
出
場
数

東
海
地
区

30
年
（
福
井
）

成
女
１
、
少
男
２
、
少
女
１
、

31
年
（
茨
城
）
成
女
１
、
少

男
２
、
少
女
１

（
諸
戸
明
）

（３）第２１号 宝 永 平成２９年６月１２日（月）（３）第２１号 宝 永 平成２９年６月１２日（月）

第
72
回
国
体
県
予
選
会

第
72
回
国
体
県
予
選
会

オ
ー
プ
ン
選
手
の
活
躍
顕
著

オ
ー
プ
ン
選
手
の
活
躍
顕
著

創
立
は
昭
和
34
年
7
月
4
日
、
当
時
、

湖
西
で
は
最
大
の
企
業
、
富
士
紡
績

鷲
津
工
場
の
渡
辺
さ
ん
が
中
心
と
な

る
同
好
会
が
あ
り
、
私
た
ち
の
会
は

湖
西
連
峰
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開

発
中
で
合
流
の
話
が
あ
り
発
足
し
た
。

「
宝
永
」
の
原
稿
の
依
頼
が
あ
り
思

い
出
を
伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
17
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

を
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
湖
西

連
峰
を
会
場
に
開
催
し
、
鷲

津
小
学
校
で
開
会
、
本
興
寺

ま
で
市
中
パ
レ
ー
ド
、
昼
食

に
は
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き
の

サ
ー
ビ
ス
、
バ
ス
で
登
山
口

に
、
神
石
山
―
多
米
峠
と
北

上
し
、
一
泊
コ
ー
ス
は
一
旦
、
知
波

田
小
へ
下
山
、
体
育
館
へ
泊
り
、
又
、

大
知
波
峠
―
富
士
見
岩
―
中
山
峠
か

ら
三
ケ
日
小
へ
下
り
閉
会
式
。
婦
人

会
の
お
茶
の
接
待
を
受
け
、
そ
し
て
、

乗
船
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
た
後
、
浜

名
湖
東
部
の
庄
内
白
菜
や
石
垣
な
ど

の
石
材
を
運
ぶ
「
ダ
ン
ベ
船
」
で
2

日
間
の
縦
走
の
山
並
み
を
湖
上
か
ら

眺
め
な
が
ら
鷲
津
駅
近
く
の
港
で
終

了
し
た
。

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
3
年
前
か
ら

富
士
山
の
清
掃
活
動

が
始
ま
り
、
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
で

3
合
目
へ
。
鉄
製
の
ゴ
ミ
籠
を
担
当

の
8
合
目
小
屋
ま
で
背
負
い
、
重
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
活
動
は
そ
の

後
も
続
き
、
会
員
と
同
行
し
た
方
は

一
度
登
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
喜

ば
れ
た
。

こ
の
頃
、
市
体
育
協
会
へ
山
岳
部

と
し
て
加
盟
し
て
、
登
山
教
室
を
富

士
山
、
妙
高
山
、
志
賀
高
原
横
手
山
、

八
ケ
岳
、
唐
松
岳
、
白
馬
大
池
、
木

曽
御
岳
、
木
曽
駒
ケ
岳
、
白
山
、
仙

丈
岳
な
ど
で
行
い
、
多
く
の
市
民
に

喜
ば
れ
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。現

在
も
湖
西
連
峰
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
指
導
標
整
備
と
清
掃
を
春

の
山
開
き
と
秋
に
行
っ
て
い
る
。

終
わ
り
に
な
ん
と
い
っ
て
も
、
第

58
回
の
静
岡
国
体
は

8
年
前
か
ら
現

地
調
査
と
会
議
を
重
ね
、
湖
西
山
の

会
は
先
輩
の
指
導
の
下
に
、
通
信
部

を
担
当
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
日
は
大

雨
で
大
変
だ
っ
た
が
、
静
岡
県
選
手

が
活
躍
し
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
ん

で
い
る
湖
西
山
の

会
は

58
歳
、
男
性

14

名
女
性
3
名
で

す
。

創
立
は
昭
和
34
年
7
月
4
日
、
当
時
、

湖
西
で
は
最
大
の
企
業
、
富
士
紡
績

鷲
津
工
場
の
渡
辺
さ
ん
が
中
心
と
な

る
同
好
会
が
あ
り
、
私
た
ち
の
会
は

湖
西
連
峰
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開

発
中
で
合
流
の
話
が
あ
り
発
足
し
た
。

「
宝
永
」
の
原
稿
の
依
頼
が
あ
り
思

い
出
を
伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
17
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

を
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
湖
西

連
峰
を
会
場
に
開
催
し
、
鷲

津
小
学
校
で
開
会
、
本
興
寺

ま
で
市
中
パ
レ
ー
ド
、
昼
食

に
は
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き
の

サ
ー
ビ
ス
、
バ
ス
で
登
山
口

に
、
神
石
山
―
多
米
峠
と
北

上
し
、
一
泊
コ
ー
ス
は
一
旦
、
知
波

田
小
へ
下
山
、
体
育
館
へ
泊
り
、
又
、

大
知
波
峠
―
富
士
見
岩
―
中
山
峠
か

ら
三
ケ
日
小
へ
下
り
閉
会
式
。
婦
人

会
の
お
茶
の
接
待
を
受
け
、
そ
し
て
、

乗
船
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
た
後
、
浜

名
湖
東
部
の
庄
内
白
菜
や
石
垣
な
ど

の
石
材
を
運
ぶ
「
ダ
ン
ベ
船
」
で
2

日
間
の
縦
走
の
山
並
み
を
湖
上
か
ら

眺
め
な
が
ら
鷲
津
駅
近
く
の
港
で
終

了
し
た
。

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
3
年
前
か
ら

富
士
山
の
清
掃
活
動

が
始
ま
り
、
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
で

3
合
目
へ
。
鉄
製
の
ゴ
ミ
籠
を
担
当

の
8
合
目
小
屋
ま
で
背
負
い
、
重
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
活
動
は
そ
の

後
も
続
き
、
会
員
と
同
行
し
た
方
は

一
度
登
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
喜

ば
れ
た
。

こ
の
頃
、
市
体
育
協
会
へ
山
岳
部

と
し
て
加
盟
し
て
、
登
山
教
室
を
富

士
山
、
妙
高
山
、
志
賀
高
原
横
手
山
、

八
ケ
岳
、
唐
松
岳
、
白
馬
大
池
、
木

曽
御
岳
、
木
曽
駒
ケ
岳
、
白
山
、
仙

丈
岳
な
ど
で
行
い
、
多
く
の
市
民
に

喜
ば
れ
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。現

在
も
湖
西
連
峰
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
指
導
標
整
備
と
清
掃
を
春

の
山
開
き
と
秋
に
行
っ
て
い
る
。

終
わ
り
に
な
ん
と
い
っ
て
も
、
第

58
回
の
静
岡
国
体
は

8
年
前
か
ら
現

地
調
査
と
会
議
を
重
ね
、
湖
西
山
の

会
は
先
輩
の
指
導
の
下
に
、
通
信
部

を
担
当
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
日
は
大

雨
で
大
変
だ
っ
た
が
、
静
岡
県
選
手

が
活
躍
し
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
ん

で
い
る
湖
西
山
の

会
は

58
歳
、
男
性

14

名
女
性
3
名
で

す
。

湖
西
山
の
会

豊
田

稔

湖
西
山
の
会

豊
田

稔

山岳会紹介山岳会紹介

南アルプスの春山相談所が、４月28日から５月７

日までの10日間、沼平の指導センターで開設され

た。

県遭対協からの要請により、県岳連から指導員

を派遣した。また、警察の山岳救助隊員もその間

常駐し、登山者の相談、指導及び天候や雪の状態

などの情報提供を行い、安全登山の一翼を担った。

この期間の沼平からの入山者は、計１１４パー

ティで、茶臼岳・光岳方面が61パーティ、聖岳方

面が32パーティ、赤石岳方面が11パーティ、その

他が10パーティで、前半が少なく後半は多く、全

体では昨年より多かった。

今年の積雪は例年より多かった。天候は29日と

５月１日の午後、雷雨を伴って２～３時間降った

のみだった。雪が多いため引き返してきた単独の

数パーティがあったが、晴天の日が多かったので

事故はなく、少し遅

れて下山したパーティ

があっただけだった。

近年の傾向だが、単

独の登山者が増えて

おり安全登山に心が

けてほしい。

（滝田博之）

南アルプスの春山相談所が、４月28日から５月７

日までの10日間、沼平の指導センターで開設され

た。

県遭対協からの要請により、県岳連から指導員

を派遣した。また、警察の山岳救助隊員もその間

常駐し、登山者の相談、指導及び天候や雪の状態

などの情報提供を行い、安全登山の一翼を担った。

この期間の沼平からの入山者は、計１１４パー

ティで、茶臼岳・光岳方面が61パーティ、聖岳方

面が32パーティ、赤石岳方面が11パーティ、その

他が10パーティで、前半が少なく後半は多く、全

体では昨年より多かった。

今年の積雪は例年より多かった。天候は29日と

５月１日の午後、雷雨を伴って２～３時間降った

のみだった。雪が多いため引き返してきた単独の

数パーティがあったが、晴天の日が多かったので

事故はなく、少し遅

れて下山したパーティ

があっただけだった。

近年の傾向だが、単

独の登山者が増えて

おり安全登山に心が

けてほしい。

（滝田博之）

南ア春山相談所南ア春山相談所
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
総
会

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
総
会

男
子
藤
枝
東
優
勝

男
子
藤
枝
東
優
勝

順位 学校名 得点

1位 藤枝東 97.8

2位 富士宮西 96.3

3位 富士 93.6

4位 浜松日体 89.7

5位 富士東 88.2

6位 韮山 88.2

7位 清水東 86.2

8位 日大三島 85.5

9位 静岡 76.8

10位 浜松北 76.4

11位 市立沼津 73.5

12位 沼津工業 69.4

1位 富士 98.3

2位 藤枝東 96.4

3位 富士宮西 91.7

4位 韮山 85.5

5位 静岡 83.7

6位 浜松北 82.1

7位 清水東 78.7

男
子
団
体

女
子
団
体


